




























































化の原内は色々ありまぅ。その主なものは病虫害か段々増えて来る。例えば 2725.POJの湯合｛ては翠

散いものですから暴虫(ズィぶジ）が増え，その被害が其しいということて，屑欠生育も忠わしくなくなり，何と

かしてこれ紅伐るへき品呻か欲しい。しかもジャワては育成種言をなかなか頂ってくれない。又一汀では

ジャワと合湾とは口［成り気候か違うということで，結同台湾知ミ目の立湯て新こい后国を生る・ヘ．ぎ/:こ， ft

らなければならぬという声か昭和の初め頃から漸次高くなり，そういうこと応詞淑喜パ交し（：九没と由

しましたような，昭印 7年応遂(Iこ喝模を一層大きくした糖菜試:¥臭所か反立さ穴.・c , 主と L., 又．いげ育成幻

仕事をやっていくようなこと記相なった訳であります。

糾応試喚-リfかできると同時に私もここに参りまして，史は育戊瓦は人知れす苫い i.立し，'t.. こいうじ

i 四楷会吐測では早く陵良種が出来ないかできないかと，こ〇ことを非常応待望して苓る，私としても

早く期待忙沿わねばならぬ立場侭吃った訳てすが，幸い前の農→業祁糖菜科時代刀ら引迷いだ育種材料の

中，て有望な系統を見出し，数年試羨の末，新品種 B'10 8 として出すことか出来ました。これが幸いを

つ後非応てよい戎績を挙げ，従来の 27 2 5 POcTに収って代わヌり，将及率岐高 55 %迄紀なりました。

その他::i:2878POJ 2883.POJ位で全庶作面積をカバーして終峨を丑えたわザであります。そうい

叶重改良の遂行図苦心の払ゎ

れた一瑞を述べた訳であります。 （終戦前匹出した .F1 3 4 -角吏后の育成虚ーは，終戦後急侭普及し，

一時は 30 %以上の普及率を示した。）

その次（弟 2)にどんな技術があるかと申しますと「早植え」の跨及ということです。早植えという

の,:!:'7月， 8月， 9月の間に庶苗を楢え，ひと冬遵して翌年パの l2月から翌々年の 4月まで約 16ケ

月乃至 18ヶ月の生育期1臼］を持つという栽培の方法でありまず。早棺の腎及前まては， 3月~4月に甘

哨を収穫して残った胄頭罪を苗に利用して，これを植付げてあヽったのて皮りまして，この点大変便利だ

ったのです。この場合は約 1ケ年位の生育月間をおいて収嘔したのですか，早植ては 1年半と在風期聞

著しく収議が増えるのでこれか漸欠普及しまして，大正 9--1 0年期忙は

2 0 % , 昭和 4~5年期には 80 %という緑紀，早植の普及率年か噌してまいったのであります。これは

7 -8月頃は．温度が高く，雨の多い季節でこの訪間に醗苗を植えますので桑めて庶苗の発芽かいい，

冬の低温氾より一時は生育か土りますけれども，春から翌夏にかげて，高温，多雨により旺盛陀生育す

る訳であります。この早植の発見された動啜を申せは，大正元：年 9月先ほど中しましたように大暴風か

ありまして，庶茎か大部分折れてしまって，これでは製糖原料として 1更／廿出来ぬので大日本製糖，北怒

製糖祠Tの原料担当の人か偶々折れた茎を瑶苗に 1吏つたわけです。つまり始めて，試みに 9月植えを行っ

たのてす。その苗果か増収上極めて良かったという，全く偶然匹，台風のお蔭で却つて「早植法！が発見さ

れたということて，その上早植の増収効果か従来のローズバンプーよりも，その当時輸入された，ジャ

ヮのポIll茎神 161.PuJの峨うに著しかったこと＼相侯って早植法は急速に普及し，やかて増産上に非常

,1、こ寄与したわげてあります。この早植，去ては苗として，原科甘庶の粗頭部は利用出来ないのて，別に前

年秋侭苗 i曲を仕立てヽ，これから採つて棺付げなければなりません。

なほ早植伍は水国地帯では，槽付期か二胡米の収虔前に当りますので，工合か悲かったのてすか，台

中州で庶廣，奈有氏の考察により，所謂「湖仔甘庶」の耕iリ臼支術が開発されて，この欠点か哨消されま

した。憫仔甘庶とは水揺の 1日1作として，その収慢前に甘庶を畦閻侭植吋げ水稲収痩栄は点雨に代える方

圧であ，）ます。

その次（弟 3)には I収支晉址」を合埋化したということ。従来は甘碑は何特収隻するのか一番よい

か一寸判りかねる 0 です。憤れてくれは大1本刊るのでしようか，米友のように実か偲るという訳てはな

いのて適価には半iJりしこ〈い。促って従来は農氏から式社か偲呈を貞上庁る楊合匹は叩せんて（晨氏とし

ては早く員ってもらいたいという希望か多かったと，思うのですか）決るというような可成り非社学［りな

も,Dてあったしりです。しかしだ踪は広い iliJ積ノつ庶作圃場におき立しては，栢付峙』とかあるいは土玉状

甚で旱<t喜分か昇る畑，ぁるいは晩＜昇る畑というのかあるわけてす。早く昇った所から収濃するとい

うのかげ国内なわけてすか，椙分の上昇虔かなかなか外見たげては flJらない。そこてそれを刊らせるた

め紅訊場に日由 VC;ヽ 乍って』られる撓帯川／出f}i,¥Iーハンドレフラクトメークー (nand refractometer) 

か完叫されたのです。これは昭札1の辺朗です。レフラクトメーターは無論至内 Jかりものは以月［「から有っ
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それから杜 3'こは不ズミ v')再です。古湾しては也にはフィリピンたけ，＇こ住むと云う「オニネス、、」か姦

りまして，これは社も心ける涼な大変大芦 J〗不ズミで友ります。これか所によっては一夜 J) 中,([見苓紅

太しだ喰害全りえて晏民を［刈らせました。こ iliQ巫除はセとしてヮナを翡f庁て哺る(')てずか，具閉会什

ては一匹（厖を員上rfる）当 I店 3銭1立て旦収っておりました。現在でもこの式古は札 1¥門ノ(-;;-yり各此じて

農作牝JI!こ非常に大きい被督を勺えて宴り，滉忙口¥(/)徳之鳴や沖水良扉ても他刈四般且か見られる内

です。沖水良品の区彗唐臼什てはは直天敵としてイクチを詞:,より也に心いというりて '1ccジ胄ダ直しこ刀を庄

いて店ります。

以上て一応私の晶しま恣りまして，佼もし貞疑てもありましたら芦答したいと息います。

閾浄聴有りかとう御庄いました。
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論寸
そ

1"

尻付けり 只今までのお話に関連して行政の立場でいろいろ御苦労なぎつた財津先生からお活をいただ

戌たいと思いまず・

なお，最初に先生の台湾での御経歴を簡単にお話しいただぎ，それから本｝合に入っていただ食たいと

忠いまず・

財車 ぜつかくのお話でございまず（ナれども，私，台湾総督府殖産局におりましたんですが，米のほ

うぼかりやつ•こおりまして，甘扉については，ほとんどタッチしませんでした。そんなことで，ただい

ま山崎先生がお話しくださったことで全部忍食てるんで，私からお括することはありません a

私は，いま市し上げたように，台齊総督府の夕i直産荀の應痒課こおりました。主として統叶，謡査，そ

ういったようなことが専門で，それから引き続いて米の凍うを取扱かう米穀渇というのがで怪まして，

これは農林省でいう食福庁でごぎいますね。そういうところでやはり主として凋査のほうをやつていま

したっ後に戦争が終わります前：こ各製栖会社の団＇、本でありまず軌業連合会というのに入りました• 砂納

に関係したといえば，台弯が日本統冶でなくなります前の 2年間でごぎいましたが，お砂糾のほうは七

ょっとやって，しかもその当時は戦争がだいぶ激しくなりまして，ただいま先生からお話のあったよう

な砂紐生産の部門のことでなしに，砂糖を使つて罰空燃料のプタノ--ルをつくるということに関連した

仕事にタッチしたものでずから， これまた，砂助の技術ということに専念ずることがで食ないで過した

わ守であります＂でずから，いま西村さんからせっかくのお話でごぎいましたげれども，ぎょうのお話

は山崎先生に仝部お源いするということで参ったものでごぎいまずから，準備もありませんし，また，

私から巾し卜げることは何にもごぎいません。ただ，いろんな資料その (il1:こつ会まして，先頃両村さ"'-・

がおいでになったときに，ごらんに人れましたような文献の資料がごぎいまずので，そういう面では た

とえば先生がお活しくださったことに関する文献その他について何か御利用になりたいようなことがあり

ましたら，ほとんど私の手許でわかっておりまずから，それらのことでのお話たらば，でぎるかと思って

おります。そんなところでごかんべんを顔いだいと思います 3

丙吋桐 それでは，ちょうど西村先生が見えておられまずから，これは農林省の熱悶農研のほうのお

仕市とも関係ずると思うんですが， もしおわかりでごぎいましたら，最近の合濱の糖業；まどういうふう

になっておるか，それを簡准にお話しいただけたらと思うんでごぎいますが，いかがでずか，

西村閲 私はそういうことを全然予期しなかったんでずがね．．．．．。

西付田 約束はなしで，飛び人りでひとつ．

也村ぼ｝ 最近の話は皆さん御存じじゃないかと思うんてすか， 4, 5カ月前になりまずか，台湾咽業

公司の荘さんというのがこっちに来まして，そして私のところでも少し講寓をやってもらったんでずけ

れども，それて荘さんが「最近の台彎糖業」というパンフレットを出しているのでず。あらかじめわか

っておれば，ちょっとそれでも勉強して哉てお話ししてもよかったんですが，全然苔えなかったもので

ずから・・・・・。まだそのパンフレットを持っていますから， もし御人り用だったらいつでも持ってまい

りまず。

ぽやっとした話ですが，最辺面積的こはやはり戦前より少し誡って食ておるようでずれ。そして現在

は，先ほど山崎先生からお話があったように，分直法にもう一ぺん帰ってぎて，そしてあすこは砂糖公

叶というものが令部やっているわげでず。でずから，その工場へ農民が甘椎革を持つて来て，そしてそ

れを製造してで含た砂糖を何かの割合で公司が取る分と此民へ返ず分とに分（ナてしまって，そして公司

が収る分は公定価格のようなわりあい安い価格で買い上：ナて，罠民へ返した分は農民が自由販応するわ

げなんでず。ところが，それは台湾島内で使う砂糖が年間 30万トンか何かに食められているわけで，

あとは仝部楡出なんです。それでその供給量のほうでひしっとしめておるものてすから，価格は下からな

いい（ナなんでず。その分で農民の所得というも r/立を，翰出用こは安く買うけれども，そっちのほうでわ
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りあい高く士るということによってカバーしてやっているようなんでずね a それから四氏 1こなるへくへ

くるように危囲はしておるんでずが，やはり視立ては競争作物というものがかなりあってなかなか農民

の作るほうがふえていかないということて，公；；］の直営嬰湯というものをかなりす芹ってやっでおるとい

うことでず。その直営農場でやるとコストがかなり安くつくんで，だんだん L直営製場をふやしていくと

いう方針をとってやつておるというような品でした。つまり競争作物とい弓ものは，やはり米とか野菜

とかパイナ，ノプルとか そういったようなものが価格がいいものてずから，農民はどうしてもそれをつ

くりたがるというようなことで．農民につくらず面積の紐打にはかなり苫心しておるようでず。

大体いまちょっと思い出したところを申し l.げるとそんなところなんてずがわ｀ヽ

西村叶り ありがとうごぎいました a

山崎 それじゃちょっと。終戦後，現在はどうかという問題炉いま出ました（ナれども，そう完仝なも

のじゃないのですか，「熱恐農業」という雑蒜の，昭和 4 0 c中の 9巻 1号：こ， 「合合哨業，特ば甘保農

業の進歩と現状」という堕で，私が悶いたも 0)があり克ず、払，来年ぱちよっと合薦ヘ{fくことになっ

ており主すげれども，いろいろ文款などを調へ在して• ここ 1こ鳥 ✓>たのが主るんでずかね これとか，

私が技術的な問題でお話しした一部ぱ，昭和 l2年ですけれども， l農襄喧！芸」は「合湾 iこ芦叶る硝菜

発達と甘庶農哭］という古い別！贔ljりを持ってまいり屯し仁いそれからもう一つば，屹和 1,j年記合悔唸

督府殖産局から出生した「台湾の糖叢」というのがここぷごぎいまずか，御参号，こなればあとでお此し

し叉もいいと思います。こればいい本でず。昭和 l4年で戦争かそろをらひど<ltりかげだとぎで， .t
しま私 2 2 年記台高から引ぎ揚げたとぎに持っ文宝だのでずが，そういうような人事な 4ヽ←こす。•また 1 つ

1 8年 Vこでぎた台湾の埋塘業統叶」かあるんですか， これは非応晶で非公り月りものでず tナれども， l 8 

ヰ0)分が一番最後だと思います。それ忙ぱ品種とかいろんなも J） が出ていーこ，これも 1卸参考になろうか

と思うんですか，ぎよう持っていません,) ,,.., まここ虹あるのは，台湾 0)糖叉とか，言高の現状とか，こ

ういうことで，仰参考匹なるかどうかわかりませんが，後ばどごらん忙なればどうかと思っしこおるんで

す。

西村門 御三人の先牛方ありがとうごぎいましたっそれでは，たたしまから若―l廿与惜］をいただぎまし

て，主として山崎先生がお話しいただぎましたことにつぎましての御質間かこざい主したらお受（ナしたい

と思います。

山崎 どうか何でも御遠也なく．．．．．。

大戸 台湾の農業で米と甘椎をつくっている。米の技術的な発心というのぽ，磯先牛がやられて，当

時の日本じゃ米の育種というのが相当進んでおって，その手法を持っていかれてやられたという意昧で

は 日本であった技術の台湾へのアダプテーショソでしょうね。それで甘庶の坦合，日本には甘洗作と

いうのはなかったんで，やっばり行かれた総督府の技術者とかいういう方が，オランダとか fソドネシ

アとか．そういうところへ行って担当向こうのことを勉強されたんでしょうか。

山崎 いまおっしゃったように，ハワイとインドネシア—ー一 あ］）‘り時 l;tジャワでずね。シャワが品

種といい，それから栽培法といい一番の先牛でずね，あれを相臼見閃いまして，会社の人も視攻という

ことで日、、から続々と出掛けて行 'tこんてず。それで1哺り 1こ甘庶茎を持っ叉こら打，そ（グ） t: めしこ／ャワ

政府から警戒吝れたりなんかして・い...0 

西村園 向こうはオランダ人や何かを合氾へ，顧問というか何というか， そういう紅抹だ招詞したと

いうことはないんでずかっ

山崎 それは聞いておりませんね， オランダ人が来たということげ、…ー・ ，9 メ ii力人花んかも日仁叶代に

は来ておらなかったと思うんてずが，終穀後ハワイあたりからだいぶアメリカ人が来て指導したようで

ず。それからまた，糖業試験湯の戦員ばんか尻も．ハワイで勉阻した人とかアメリカで勉祖した人がだい

ぶ人り込みまして，ハワイの糖業というものもある意味じゃだいぶ人っているでしょうが，ただハワイ

と台弯と iまずいふん気咬的陀，違い主すかじ）直瑛 iまなかなか、人~:こくい cl)てI'):.だいでし tうか＼，［ゴ↑,: 時

代 vこぱ主とし〔ジャワでず， こちらから出向いていろいら視察し、 L よう文ずね。 lー，まはそうでもありま

せんげれども，昔よジャワか先龍匡IIこったわげてず1よ) l_r, 主，文いろいろ（／）息味で台吟 nりいもよ，と J_

でしよ分。／ャワの糖業がず、っと下火になり生しだから，現在は主客転国し fこかもわかり主・け，'vo 兌｝
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ぱ宅としてオ―j 1/タがや 0 l. おりまして非常しこ栄そゴこ，盛んに晶嘩改艮をやり， 点培では集約ホ］な方法

をやっヤこ，応りましたからねし、9

西村閲 私が戦争中ジャワにいたころにちょうどオランダの最岱期の時伐の紐業試験比だったわげで

ずよ。あずこは，砂糖に限らず作物仝部がエステート }j式で，生戸象な万化をとっていたわけでず。御ポ

知だろうと思いまずげれども，農園午というのは非常:rこ合い戸テて，／ャ，．，＇にいないオ）げてずね，アメリカ

かどこかて崇勢な牛活をやってしヽるわげてす。で，閃民のゴムならゴム， コーーヒーなじ）コ ヒー，砂執

なら砂塘を管坪ずる会社がで戌ていて，その公社が組合をつくって，その組合が試験J翡をもっているん

でずね。だから仕事をずるのが月常に頁剣でずね J 私はゴムやコ..ヒ をやっている試験場］）行浬をしばらく

やってたんでずが、農菌にオランダ人のマネーシャーがおる，そのマネーージャ---が 1年のうちに何い］か

試翰場に集まるわげですが，それで仝部そのマホーシャーが洛った席上で妙年のテ..マが翌まるわげで

ず。そして試峻也は圃場は持たないで，仝部試碕ぷ農蘭でやるりでずよ，気泉令牛ダ）逢う罠1蘭てやるわけでず。

だから，育柿でも交配とかなんとかというところは試験場でプランを立ててやるんでずけれども，それ

のセレクジョンはみな視地でやるわ叶でず。牛態育種ということは現地でやるからそのままひしゃっと

いくわげでずね，，そのかわりにえらい高吸をとってまずよ，あずこらの技術者は 3 私がちょっと管理を

柏まれてやった i)ャワの東部試験場というコ ヒーやゴムをやっているところグ）塩長の月給をぼくが行

った当時に凋べたんでずが，その％峠の金で 3,0 0 0キルダーというのでずから・・・・・。 ギルダ—. 1円

としてもその当叶の金で月給 3,0 0 0円というのでずからね。

大川 ちょっと先生に伺いたいのでずけれども，その当吋の台冷製摯昇に直：出した資木系列というの

は．．．．．。

山崎 資木系列てずねへもう一つぎょう忘れて妾た本にあるんでずが，資木が幾らということはみな

載せてあるんでず，いまちょっと記憶がこ゜ぎいませんが，そういう文献がご含いまず 0 ff搾能力はこの

本にも出ておりますがね 小さいのは 70 O トン~l, O O oトソでず。資本金が継らかということについ

ては、塩水迷製糖の場合 ti,0 0 0り円，これはいろいろの上場を一緒に染めてありますから，一つの丁．場が

幾らかということはわかりませんが。払い込み資本が2,9 0 0万円でず。合滋製糖はもっと多いでしょうっ

大川 やはり一番大ぎかったのは台湾製糖でずね。

山崎 台内．明台，大日本というのが三大会吐でずね。ただいまのお話はもう一つの本に詳しく出て

おりまずが，これはみな内地でしょう，内地資本というか， 日本の内地の株式てす。

両付謁 当時2,O O O)j ~ 3, 0 0 0万といったらずいぶん大舎いでしょう，装桐資本というのは大査なも

のだったのでずね。いまだったらものずごいでずね，

それから， さ＇，知のお詰冗明治 33年に台湾製糖会社というのがでぎたということがあったのですが，こ

れがいまの台湾製糖の前身なんですか。

山綺 噂矢てすね，橋仔頭にでぎたのが一番初めでず。

内村周 それが台湾焚梢乃前身でずね 3

山崎 ええ前且でず

内村闊 そしてその次にどういうようなのが進出してぎたんでずか，そういう歴史はわがりませんかっ

打1裔 そうい弓院史はどうかな，それはいつ創立したかここにありまずねへ

財津 古いのか，へいうと，一番最初が台芯襲塘，次に塩水巷，続いて大日本， 1叫冶，それから東ぷ、

祈高，帝:ii¥製糠というりか応り生ずね。そ仇で結局終戦直前ぱ合併，硫合され..・c 4つでずね，つまり大

こj1'' 閂冶，合湾，宝似四，各製過会社。

山崎 竺だいま候質闊りも,')エ弘まだあとでお持ちしてもいいでずn こればり付天[i1 8年の放，t:一. ,t 

吟としもや..、情祈しし，l とい弓か，戦負中［こでぎたわけてずか，それだんか見直ずとみん危詳しく戟ぜて

あります、9

人戸 系列かあったよ号でー、ビれ e たとえば太日本が三菱系とか，大体□本の財憐」の系統はもったわけ"

でずね，

山崎 合均は三井とかね,, UJ1'合が三菱た。大日本はドこかな c

大戸 大日本は三菱でず。
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財津 それから御参考までに，私が以前厄介になっていました糖業塙会で， 「点代槙業史」といぞも

のを編簗しておりまして，その卜巻が昭和 3 7年でずか， 5へ..6年前こ出まして，下在が此ょうど台巧

の糖業こ移るころから始まるのでず• それまでは昔のお砂糖についての歴史がずっと上巻として出てま

ず。下巻がことしの秋ぐらいには印刷に出される予定のようでず• これは砂糖の歴史について相‘月こま

かに研究されまして，決定版といいまずか，間もなく本になって完成されるはずてす。

大戸 山崎先生，非常に今度は小さい質間 iこなるんでずげれども， A.1E籾期ごろにジャワから人ぅマ

喜た実生種といいますか，その実牛神というのはやっぱり育挿をしてつくり出したという，意味でずか、

山崎 ええそうでず• みなほんとうの賃子からでぎたものを実生畠種とか実牛神と言っておりますね 3

大戸 それからもう一つ，合湾の雨の分布状況，あれなんかが砂糖に身常に好適なのてしょうか，そ

れとももうちょっと雨季と乾季の差があって．．．．．．．

山崎 それは先ほど申し上げませんでしたが，新渡戸さんが白然的環境ということをごっておられる

んだが，おそらくそういうものを見られたと思うんてす。そ，うとざ在で気がついておられたかどうか

ちょっとわかりませんが，要ずるに乾季と雨季が半々，臭雨季で冬は乾李，これがもう分布としては決

疋内です ;fd' 品度、［こげ高くて'¥)j: こめです。ですから，合病でも亜作の適地1よ台中以南ズrォJ., I対i分八

そういう気候でず。＇とれですから，康南― 7,;, アでもどこでも， よく糖襲r,tで賢るであろうとい囀へ生すけ

れども， マレージアた fこめ鯰んですね］ぁそこは， ゴムや茶グ）いいとごらで庶乍t逆しこにゃ戸んですうペ

体瑶のいいところぱ甘庶もいいんてず 0 てすから，マレージノ＇がいかぬし，それからホレ f、オ｛］）ナラリク

辺ーあれは今でしまマレ― :1/アに左'(こいますが，あの辺;';やっ，tりvヽ lft( いよ合です~戸，雨，「）分午-;; 

ば、っぎりしな ✓ヽんですね、セ V ヘメもた~ りもそうでしようね しかしごャワの屯半分てすか，もれが豆

作vこよくて，主だヌマトフ欠んかもあまりよくないようですね，乞た，又マトフの「っと 1匂端ぐらいか少

しいいんでず iヽ 凡雨の分布がどうし~てもぱっ誉りしませんと， 方唐悶ぱ晶I斐忙げ闘くこも、/'ない; 1あ

風の攻い O)は必要でずか，それよりも雨 (T)分布か片限り，片降りといい生すか，それ．；咋常こ自然的芥

条件として大事なわ介でず~ね。ですかち， コ← ムとかお茶と心逆なんでごさいますよ，応茶ぺ.,'コム(') ✓~ い

ところは砂塘iif' めごというわ Ir} てず。ですから，こ :iしから束南ア／了にしろそういうことを~ゃ：より店

ぇませんと，たた温度が吟い，地｝］がいいとかいうだけで：文沢こめなんでず。それ：こやはり今安ー一完太

ど灌既の間題か出生したが，乾燥期が極端に乾燥し手すから，ゃはリ乾燥期でも凸 Iこび），如厩かできるこ

うな設備いこれから O)糖菱には叩走しいわげでずズふぅ

西付闘 台湾ではいま角美なんかでやっているような株出しというのはやっているわげでずか。

山崎 株出しは，一つはジャワがやらなかったからという 多少イミテーショ‘ノーーージ＇ャワは 3年輪

作てすからやりませんね，だから，ジャワがやらなかったということが一つの理由でずし，主た~，台（内

でわれわれがやっても，祈喧収憤を 100としますと 6割とか―ー卦常に少ないのでずょ，それで奨励しな

かったんてずが，これはやっぱり品稲の点ですね，その後株出し9こ適する品種がで舎たんでいまは叶常に

多いでずね。日本時代にはほとんどやってなかった，、会社も奨励しませんしね。というのはやっばり欠

株かできるAノですよ，株を切ったあと芽立ちが悪いものでずから，それで減収するというわげです。いまぱ

株出しは，台覧それからハワイ，キューバあたりも盛んにやっておりますが，そういう株出しに適する

品種を初めから育成してまずね。

本多 台湾の砂糖に日本がどの程度依存していくか，期侍ずるかということが今後非常に大式な間題

だと思うんでずがね 3 その問題ともう一つは，それでは伸ばしていかなぎゃならないのだとずれば。じ

ゃあ技術由でどういう技術を今俊やるべぎなんだろうかということがもしおわかりてしたちひとつ。

山崎 現伏は，輸入しているのは 3 0万トンぐらいでせうか,,

西付閲 3 0万トンもいってなしヽでしょう，少ないでずよ o

ti」麟 嘩人糖ぷヤ"-ノ、とオーストフリ／か多いんですね 3 それからナター-JレI 合満は，元ほど申し

生し化ように，米をつくらなぎや九らぬというとこらで，それからハナ｝とかいうようなi印視もあり庄

し--c) 糖業公~,]'⑰ては悲嗚をおげ ・cこいるというか，非常 &cI村ってーいるんじゃないか。ですからそう伸ば

せない， まあ糖価の関係もござい生すかね 9 台湾の主芹糖Ii白もやぱり少し高いんでしようね、う

佃もやはり少し高いんでしょう。
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泊村闘 凸いでずねへ

山崎 高いけれども，少し高し、イ直段で特別こ高く保調としヽうか， こっちのほうが買ってくれまずから

ね。でずから，やぱ I)台内としてはでぎるだ(t生産費 J)低卜だン公司でも努力しておりましょうしね，そ

れて公司として 1し各柾の副業をやってい主ず。例えは豚を飼ったり畜産に手を出したり，その堆肥を

便ったり，それかから檬糾工業だんかを始めたりして多角的に経営していこうという努力はしているよ

ぅてずか，伯粕フロパーですとなかなか困難な点があるようですね，生産も高いし。

由付汀i H木閉業が台内の砂糖に依存するというような面はだんだん薄らいでしくんじゃないですか

ね。そして買うほうもやっぱり高く出さな食ゃい叶ないんでずからねへ

山崎 いまはやっはりキューバが安いですかォ心

四付闘 安い点ではキューバてしょうが，いま一番日本にたくさん人っているのはオーストラリアで

ずね、，オーストラリア， ナタール， キューバ キューバは出しても見返りがないわ1ナでずょ，何も買っ

てくれないでずからね c

財汗 西村さん・いまのは価格のヒでそうなんでずかr それとも貿易という関係からい（ナぼ，買わな

いとこちら 0)ものを買ってもらえぬという関係があるんでずか、9

芦付屑 ええ，それはもちろんあ()まずよぅ

財｛土 その忍味では台満からの輸入がぜんぜんなくなることはないでしょうね。

直付閲 もちろんなくなることはないけれども．台湾自体の生産がことしは非常に減産でしつう。そ

れで向こうではもう砂糖がふえないという関係がありまずから，日本がこれに依存ずるということはと

うていでぎないわげでずね。

柑 Ill 話が変わりまずげれども，いま試験場の閲係は，紗督府の試論場のお話がごぎいましたけれど

も，会社自体としてはそういう試験，研究ということはやっていないんですか。

山崎 それは会社によっていろいろ農淡がありますけれども，先ほども言った台誇製糖ですね，これ

はずいぶん資本金ら人彦いし，熱心にやっておりましたね，扉東というところでっそれからあとは叫冶，

大日本が多少やっておりまずが，台汽製塘が最も盛んで，ある程度実生台種もやりましたしね。それか

ら＇ーし主よりもむしろ栽培試験をやっ -cおりましたが，それかいまぱ糖業公司亙なりまして，公司の試験

場の分場：こなって認りますか。国東の分場とか支場とか冗なっしこおりますが，日本時代，会社としてぱ

合直か「いふんやっており，それから咀冶，大~ 日本，そういうところに糖業試験所の職員なんかも呼ば

れてというか，招聘され'(_というか，多少そっちへ行った人もあります C そういう会社の研究隈関，試

験場巾，プリー-fイノク（育咆）は台精ぐらいですげれども，このフリーうィンクもなかなかうまくい

かたかったようでオ 会社の試験場でしま肥料試験とか，あるいiま品種試験で適当な晶種を選ぶとか，そ

ういうことをそれそれやってーおりきした。

酉村悶 塩水港も試賛にはわりあい熱心だったですね。

山崎 之ぇ，さっ彦の県，廿さんか熱し、て，実生もちよっとやっておって，染色体の研究なんかもして

ぉっだようてずいさっぎのヒースフ。フウなんか導入したのは黒田さんの功績ですね。重役たったけれと

も，訂常筐学児的な万でしたね。

片1出 担在では総督府の塘業試験所は公五］のほうの試検所ですか）

山崎 えぇ，公司(/)叶営てずね.)ここ：、こも出文おり夜すけれども，い主の金応して， (5,6年前でず

げれども）約 3億 8.0 0 0万円ですが，年間そ 0)<ちい｛吏っ℃ い主す（）いま公口］の試験州ではなかなか

一・ピ懸命連吻を建てだり・施笈なんかも拡充して，日本時代よりむしろ 1句上しているんじゃないでしょ

うかねっ

西村周 最近『｛月号とかいう台湾の品柿がずいぶん広まってぎているようですね、）あれは台汽が独立

してやるようになってから 20年占くになる．その間に非常に発達したということになるんでしょうが

あれは結比］了メリカゃハワイから行ってやったというようなことが．．．．．。

I LI: 裔 ま；杞如それらうしろたて；こなっとてしようけれども，育種の主流ぱハワイて仕迅まれた人でし

竺 1',C!' 最，廿［主だ定わぅたかもわかり生せん炉。それで品種は合湾時代紅 F 1から『 13 4 主ででぎビん

でずQ 巳 l s斗ばかりおりましたげれども，応まった品種は F 1 0 8ガ｀；普及字（最高） 5 4 % , 以ドー
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酋最後1),, l 3 4とハう Iー） iい賛殴後千っと広さ，9ズ 3 0 笏 (iー）い、＇こ丁(j) さし;_~ かね， こc!) :C''.) 1こげであ

とぱ，つぎつぎ：て育成賛戸出 -c_, --lr~ 青,;_:之唖：こな'-こいる,,,ですが＇， ftかなか主・Iー，j愈中て参'-こ戸 そ

れt_,ヽ ら合湾四―v:r差，1'l 3 5 1J'じぅ店'1 5 4カ・、直yjfr ,. う合成呻しや官いですか， ，tn間てご i l o ,';; 3 0';0ぐ

応ぃふ 'z.-こ生 ~fいい， ,,c cJJほか＇，こは＇， 主 fこそう広まったも—7) I主な＇，へ Ivてず ;J"、lJ

上原 その％疇の現他人の技術者というのはど弓しヽう状加だったんですか"

山椅 現池人の技術名は合虎人，合氾訊民どいう形ズ，輝業式検ド）r'こし、た杖 f打者とい弓釘I未でずか

上原 はし、 そうでず~ う

山崎 わ．リしましぐ~,!'.心団校州とか農専出とか， ！得に塁業学校出あたり凸名かつでですかォaうそれでい

までもたいふ残っているんてずか，中（こは札]-"§ 上＇こ一＿叶長主でいぎま門んけれども，科長の次ぐりい

しこ危っている人もおりだす〉

t原 そうしまずと．日本人技術苫のそういったものを引ぎ紹けるくらいの鮨力の人がおったわ叶て

ずか。それとも引翌恣林茅切れなくて，載役紐しい連中がハワイとかアメリカあたりに留学して....0 

1i」'Ir奇 t言卓出屯げ りは、↑ っこうでぎ 7;;,!vてすね、こんなこと言っちやどうですかわかりません !J'' 合

洸人 合病在来の人と，中巨lがら来た人，省外人といいますか，それとのいろいろ感情のいぎもかいも

中ー

のな
>-・rrc、,0
ょう '≪j0 

J-印 育袖の什 'tiとか，かなりむ干かしい仕＇れも合せておったわ叶でずか，）

山崎 それはむろんさせてましたよ，了務は，

大Ii この心しゃ、たとえば台湾とマラヤとかインドネシアと比べて各えてみますと。日本しゃとに

かく領合時伐に，あれは崩義てずか，高万農林が主ったですね，9

山崎 崩義じゃなくて合中ですよっ

大/I 台中ですか，そういうところて相当現地人の技i打者というのが出て働いているんです上。とこ

ろが，インドネジアとかマレーゾアあたりは．その機喝の要員が大体本国から来て，粋部臣員は本国へ

連れて行って，本国で勉忙念して＇）碕って来たというわげで，非常に屈が沿~ いんでず。でずから，終戦後

紐立してそういう人々が1情っちゃうと非愕に停；翡が起こったという。台内がわりに日本人が帰ったあと

もずっとやっ叉いる，）〕ぱ，やっばり日八人か泊台時代 iこ・農槃教育を充実して現地）いこ教育を受げさせ

ていたというり）がい守び）非常な差記だっ竺刀じゃたいかというより「［ごとを感じ--~';:ごういうことを鳥

いt:ことも呪りさす叶れども Z'.ょ,

, 1」崎 それはそうてずね。責＇＇び農林，高算工丈もあり却したね。それから合北人学：こ入った人もあり

ましで 1よ。

大戸 台化大学の悶学部あたりで免り性した人も妓っているんでずね。

山崎 いまはそういう連「ドが人によっこ:,Jki厚クラスになっているかな。人学出は罠林人1月のような

ものにたったりしてますね a

財津 それから銀行の祖取になってますよね。

甘日付0り どうも長い惜1ありがとうごぎいました。この辺で本日の研究会を終わらしていただぎたいと

思います。

-36-


